
5.6 総合討議
提案手法による和歌–現代語訳対からのノンリテラル
要素候補の抽出は，先行研究 [15], [16]に比べ，さらに
絞られただけでなく，ネットワークを構成するノンリテ
ラル要素がどの和歌の翻訳の中で追加されたかという中
間過程も確認できた．しかし，コノテーションに該当し
ない機能的な用語（指示語，代名詞，1語の出現に対し
て複数回訳された語）も多く含まれていた．翻訳の補足
を抽出したとはいえ，コノテーションの抽出手法として
は，機能的な品詞類と同語を除外するなど前処理に工夫
を凝らす必要があると考えられる．
単語アライメントモデルの精度については，人手によ
る作業に比べては低いものの，精度測定の条件にしては
不十分な精度ではなかった．古代語の分析を現代人の主
観を交えない研究の趣旨に貢献できたといえる．
ネットワークの周辺に散見されたノンリテラル要素
は，各々の訳者間で認識が異なることが起因しているの
であれば，コミュニケーション空間におけるエンコード
（言語化）の個人差研究として今後展開できよう．さら
に個人差を越えて，異なる言語変種のパラレルコーパス
から「同じことの異なる言い方（語彙変数）」を検出・収
集し，単語アライメントの技術を（認知）社会言語学の
研究に応用できるであろう．
方法論の拡張性に関しては，本稿で用いた IBM Model

に限らず，さらに発展した単語アライメントモデルの適
用も可能である．使用テキストについて，日本人の翻訳
のみならず，多言語の翻訳を用いることもできる．
6. おわりに
図 1にあるように，(a)［歌人が詠む→（和歌という
信号）←現代語訳者が読む］で明示的に言語化する必要
のないもの（コノテーション）を (b)［現代語訳者が書
く→（現代語訳という信号）←一般読者が読む］でも
正しく伝わるように，訳者が (a)での信号（和歌）を (b)

での信号（現代語訳）へと書き換える．その書き換えと
は，(a)における言外の物事を (b)で明示することであ
る．訳者が歌ことばのコノテーション（の候補）を現代
語訳として明示する行動（ノンリテラルな訳語の挿入）
を，本稿ではパラレルテキストに対する単語アライメン
トの誤り対応として抽出した．さらに，訳者間で共通す
る・共通しない認識をネットワーク形式で可視化した．
その結果，ノンリテラルな訳語は，対象となる歌こと
ばのコノテーションのみならず，現代語の文として成立
させるために必要な機能的な要素も含まれていた．その
ため，コノテーションの抽出手法として，機能語を除外

するなど前処理を工夫する必要がある．また，植物類の
歌ことばの事例では，訳者間で共通したノンリテラルな
訳語が限定され，コノテーションとして補足される表現
の個人差が大きいことが観測できた．
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5.6 総合討議
提案手法による和歌–現代語訳対からのノンリテラル
要素候補の抽出は，先行研究 [15], [16]に比べ，さらに
絞られただけでなく，ネットワークを構成するノンリテ
ラル要素がどの和歌の翻訳の中で追加されたかという中
間過程も確認できた．しかし，コノテーションに該当し
ない機能的な用語（指示語，代名詞，1語の出現に対し
て複数回訳された語）も多く含まれていた．翻訳の補足
を抽出したとはいえ，コノテーションの抽出手法として
は，機能的な品詞類と同語を除外するなど前処理に工夫
を凝らす必要があると考えられる．
単語アライメントモデルの精度については，人手によ
る作業に比べては低いものの，精度測定の条件にしては
不十分な精度ではなかった．古代語の分析を現代人の主
観を交えない研究の趣旨に貢献できたといえる．
ネットワークの周辺に散見されたノンリテラル要素
は，各々の訳者間で認識が異なることが起因しているの
であれば，コミュニケーション空間におけるエンコード
（言語化）の個人差研究として今後展開できよう．さら
に個人差を越えて，異なる言語変種のパラレルコーパス
から「同じことの異なる言い方（語彙変数）」を検出・収
集し，単語アライメントの技術を（認知）社会言語学の
研究に応用できるであろう．
方法論の拡張性に関しては，本稿で用いた IBM Model

に限らず，さらに発展した単語アライメントモデルの適
用も可能である．使用テキストについて，日本人の翻訳
のみならず，多言語の翻訳を用いることもできる．
6. おわりに
図 1にあるように，(a)［歌人が詠む→（和歌という
信号）←現代語訳者が読む］で明示的に言語化する必要
のないもの（コノテーション）を (b)［現代語訳者が書
く→（現代語訳という信号）←一般読者が読む］でも
正しく伝わるように，訳者が (a)での信号（和歌）を (b)

での信号（現代語訳）へと書き換える．その書き換えと
は，(a)における言外の物事を (b)で明示することであ
る．訳者が歌ことばのコノテーション（の候補）を現代
語訳として明示する行動（ノンリテラルな訳語の挿入）
を，本稿ではパラレルテキストに対する単語アライメン
トの誤り対応として抽出した．さらに，訳者間で共通す
る・共通しない認識をネットワーク形式で可視化した．
その結果，ノンリテラルな訳語は，対象となる歌こと
ばのコノテーションのみならず，現代語の文として成立
させるために必要な機能的な要素も含まれていた．その
ため，コノテーションの抽出手法として，機能語を除外

するなど前処理を工夫する必要がある．また，植物類の
歌ことばの事例では，訳者間で共通したノンリテラルな
訳語が限定され，コノテーションとして補足される表現
の個人差が大きいことが観測できた．
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